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標本番号　KPM-NP 50
標本名　平山断層 露頭剥ぎ取り／型取り標本
大きさ（分割枚数）　幅 2.2（上）～ 2.6 （下）m,  高さ 

1.9（右）～ 2.05（左）m（横に 2枚）
重量　右：71.7 kg（一部板付き）、左：27.4 kg
形状、展示・収納状況　やや厚い絨毯状。右の上半分（礫
を含む）に裏板補強。折りたたんで大型移動棚に収蔵。

採集地　神奈川県足柄上郡山北町平山
緯度・経度　N35º21'20'', E139º04'04''
標高　130 m
露頭の種別と現状　酒匂川右岸（東京電力山北発電所
の対岸）の自然崖、現存（今永（1981）、伊藤ほか
（1982）、上杉ほか（1996）などで記載・報告）

露頭面の向き、傾斜 　NW-SE、NE落ち
走向・傾斜　断層の走向・傾斜は N30ºE, 60～ 80ºW。
断層の南東側（標本右下）の日向層は N20～ 30ºE, 30
～ 40ºW、北西側（標本左下）の瀬戸層はN30ºE, 60ºW（断
層と平行）。河岸段丘礫層より上位のローム層は水平
に近いが変動している。（Ito et al., 1987）。

堆積物の種別　海成層（深海底～海底扇状地（トラフ
充填堆積物）、足柄層群（日向層・瀬戸層））および
河岸段丘礫層と、それらを切る断層および断層粘土

年代　足柄層群：約 200万年前（Imanaga, 1999）。河
岸段丘礫層：約 2万年前（Ito et al.(1987)による計算値。
姶良 Tnテフラ降下直後に離水（上杉 , 1996）とする
と約 3万年前と推定される）

採集作業者　森山哲和（考古造形研究所）
採集立会い者　石浜佐栄子、山下浩之、田口公則、大島光春
採集日　2015年 4月 15日
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図 Id-2-1. 採集地点（国土地理院発行の数値地図 50,000（地図
画像）「埼玉・東京・神奈川」を使用）．
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解説　平山断層は、北東～南西方向に走り、西傾斜西
上がりで、左横ずれ成分を持つ逆断層。左横ずれ成
分と逆断層成分の比は 1:1、平均垂直変位速度は 1,000
年あたり 1 mで、約 2万年の間に非周期的な 5回の
変位イベントが確認された（Ito et al., 1987）。御殿場
泥流堆積物の堆積面 Yvs-II層を切っていないことか
ら、少なくとも約 2,500年間は活動していないと推測
される（Ito et al., 1987）が、北伊豆断層系（丹那－平
山構造線）が天明小田原地震（1782年）を引き起こ
したとする考えもある（萬年 , 2003; 小田原 , 2009）。
　　本露頭では足柄層群とその上位の段丘礫層（最大

4ｍ厚、現在と同じ南東（標本右側）への古流向を
示す覆瓦構造、トーナル岩を含む）およびローム層
が切られている様子が観察できるが、このうち河床
に近い下部について収集を実施。露頭南東側の足柄
層群日向層（ちりめん状に風化した泥岩、標本右下）
とその上位に不整合で重なる河岸段丘礫層および砂
層（標本右上）に対して、北西側（標本左側）の足
柄層群瀬戸層（礫岩）が断層（断層粘土）をはさん
で乗り上げている。標本右側（日向層泥岩および砂・
礫層、下盤側）は地層剥ぎ取り技法を用い、左側（瀬
戸層礫岩、上盤側）は固結して非常に固いため型取
り剤にそのまま着色して標本とした。
　　本露頭の断層走向を南方に延長した南足柄市矢倉沢
の内川河岸においても変位が確認されており、平山断
層は南部ほど変動量が大きかったと推測されている
（天野ほか , 1984）。大局的には、南へ向かって伊豆半
島の丹那断層（北伊豆断層系）、東へ向かって日向断層・
松田北断層・国府津－松田断層へと連なる一連の活断
層系の一部をなすとも考えられている（徐 , 1995）。
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図 Id-2-2. 剥ぎ取り標本の採集露頭（平山断層）．赤枠の範囲を拡大したのが右図（断層をはさんだ剥ぎ取り範囲周辺）．

図 Id-2-3. 標本の採集の様子．露頭向かって左側は剥ぎ取り
技法，右側は型取り技法を適用．
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図 Id-2-4. 剥ぎ取り標本の写真（下）とスケッチ（右上 , 石浜原図）．


